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両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
源
流

―
「
公
儀
（
協
働
）」
と
魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」
―

山
田　
　

洋
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
先
の
拙
稿
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』
の
源
流
』1

を
受
け
て
拙
論
の
両

領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
、
以
下
省
略
す
る
場
合
が
あ
る
）
体
制
の
源
流
を
今
回

も
近
世
史
、
考
古
学
、
民
俗
学
等
の
研
究
成
果
に
学
び
、
弥
生
時
代
に
遡
っ
て
探

究
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
の
拙
稿
の
結
論
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、「
公
儀
」
を
、
そ
の
主
要

な
訓
「
お
お
や
け
」
の
原
義
「
大
き
な
家
」
を
表
象
と
す
る
歴
史
的
事
象
に
よ
っ

て
「
物
心
両
面
の
相
互
給
付
関
係
」（
有
賀
喜
左
衛
門
氏
の
研
究
「
石
神
モ
ノ
グ

ラ
フ
」）
と
し
、そ
れ
に
宮
本
常
一
氏
の
「
大
き
な
家
」
が
必
要
で
あ
っ
た
見
解
「
村

の
中
心
を
な
す
家
が
災
厄
に
耐
え
得
る
力
が
な
い
と
、
一
村
が
滅
亡
に
瀕
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
村
人
は
大
屋
を
大
事
に
し
て
い
た
」
で
補
強
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
縄
文
時
代
の
「
大
き
な
家
」（
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
）
の
思
想
に
適

用
し
て
こ
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
思
想
を
「
公
儀
」
の
最
源
流
と
し
た
。
ま
た
「
公

儀
」
は
端
的
に
「
協
働
（
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
二
人
以
上
が
協
力
し
て
働
く
こ

と
）・
平
和
」
と
し
た
。

両
領
国
体
制
と
は
、
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

徳
川
領
国
は
、
親
藩
、
譜
代
藩
、
旗
本
の
領
地
、
幕
府
の
直
轄
領
に
加
え
て
、

家
臣
化
し
た
譜
代
並
等
の
中
小
外
様
藩
領
、
そ
の
他
朝
廷
・
寺
社
関
係
の
領
地
を

含
む
、
徳
川
家
を
主
と
す
る
約
二
、一
〇
〇
万
石2

の
領
国
で
あ
る
。
国
持
外
様
領

国
は
こ
の
徳
川
領
国
に
対
置
す
る
も
の
で
、笠
谷
和
比
古
氏
の
論
考「『
国
持
大
名
』

論
考
」
等3

に
基
づ
い
て
い
る
。
国
、
郡
を
一
円
規
模
に
領
す
る
国
持
大
名
の
鳥

取
池
田
家
、
金
沢
前
田
家
な
ど
一
九
家
（
藤
堂
家
、
宗
家
は
徳
川
家
に
臣
従
し
て

い
る
と
し
て
除
く
）4

と
そ
の
分
家
の
各
家
領
国
か
ら
な
る
合
計
約
一
、〇
〇
〇
万

石5

の
領
国
地
帯
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
各
国
持
外
様
大
名
家
領
国
は
独
立

し
、
そ
の
内
部
構
造
は
、
地
方
知
行
を
行
う
家
臣
（
給
人
）
を
領
主
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

こ
の
体
制
の
原
理
は
、
朝
尾
直
弘
氏
見
解
に
よ
っ
て
「『
徳
川
将
軍
家
＝
『
大

公
儀
』
だ
け
が
全
国
の
領
主
（
大
名
〈「
国
持
」6

＊
本
稿
註
〉）
を
『
徳
川
家
中
』

に
編
成
す
る
こ
と
な
く
、そ
れ
と
は
異
な
っ
た
原
理（「
幕
府
権
力
」）に
よ
っ
て『
公

研
究
ノ
ー
ト

補
論
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儀
』（
＝
「
大
公
儀
」）
の
権
力
機
構
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
筆
者

要
約
）」7

、と
し
て
い
る
（
文
中
の
「
幕
府
権
力
」
は
見
解
の
出
典
の
文
脈8

か
ら
「
公

儀
」
と
理
解
し
て
い
る
）。

こ
の
よ
う
に
徳
川
領
国
が
担
う
大
公
儀
が
国
持
外
様
領
国
を
編
成
し
、
か
つ

両
者
に
よ
っ
て
国
家
が
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
体
制
を
両
領
国
体
制
、
背
景
に

は
「
公
儀
」（
凝
縮
し
て
「
協
働
・
平
和
」）
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
体
制
は
見
え
に
く
く
、
屈
折
感
が
あ
る9

。
ま
た
、
先
の
拙
稿

の
結
論10

に
よ
っ
て
朝
尾
氏
の
原
理
を
学
び
な
お
す
と
「
両
領
国
の
物
心
両
面
の

現
在
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。

長
く
な
っ
た
が
、
両
領
国
体
制
の
源
流
の
探
究
を
次
の
よ
う
に
行
い
た
い
。

第
一
章
で
両
領
国
体
制
の
特
質
が
う
か
が
え
る
近
世
、
昭
和
の
歴
史
的
事
象

を
紹
介
す
る
、
第
二
章
で
、
魏
志
倭
人
伝
の
諸
国
に
よ
る
卑
弥
呼(

邪
馬
台
国)

の
「
共
立
」、
要
因
と
な
っ
た
「
倭
国
乱
」
を
先
行
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
第
一
、二
章
の
結
論
に
よ
り
、
探
究
の
結
果
を
ま
と

め
る
。

あ
ら
か
じ
め
本
稿
の
結
論
を
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
源
流
は
、
先
の
拙
稿
『
公
儀
の
源
流
』

に
お
け
る
「
公
儀
」
を
凝
縮
し
た
結
論
で
あ
る
「
協
働
・
平
和
」
を
受
け
て
の
魏

志
倭
人
伝
に
お
け
る
卑
弥
呼
の
「
共
立
」（「
と
も
に
立
つ
」
と
「（
平
等
の
立
場
で
）

共
同
し
て
設
立
（
・
運
営
）」）
体
制
と
し
た
。

な
お
、
以
下
、
今
回
も
「
藩
」、「
幕
府
」、「
将
軍
」
は
、
使
用
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
本
書
第
一
部
拙
稿
「
は
じ
め
に
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た

だ
し
、
資
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
」
で
使
用
す
る
。

一　

近
世
・
昭
和
の
両
領
国
体
制
関
係
の
歴
史
的
事
象

（
一
）
近
世
の
両
領
国
体
制
関
係
の
歴
史
的
事
象　

小
山
評
定
等

筆
者
は
、
両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
存
在
、
構
造
の
検
証
を
行
っ

て
き
た
が
、
そ
の
間
同
体
制
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
諸
研
究
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
ら
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
体
制
を
さ
ら
に
検

証
し
て
い
き
た
い
。

相
互
給
付
関
係
」
で
あ
り
、

「『
…（
近
世
社
会
＝
大
公
儀
）

の
中
心
と
な
す
徳
川
家
を
大

事
』
に
す
る
」
体
制
、
と
い

え
る
。

こ
の
拙
論
は
明
治
初
期

に
調
査
さ
れ
た
領
主
と
領
地

の
村
と
の
関
係
が
示
さ
れ
る

旧
高
旧
領
取
調
帳
か
ら
分
析

し
た
近
世
の
所
領
構
成
の
あ

り
方
と
譜
代
大
名
等
の
移
封

状
況
か
ら
両
領
国
体
制
の

存
在
を
確
認11

し
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
な
分
析
視
角
の
研
究

は
、
か
つ
て
は
あ
っ
た12

が
、
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ア　

小
山
評
定

「
慶
長
五
年
七
月
二
四
日
、
会
津
の
上
杉
景
勝
攻
撃
の
た
め
小
山
に
到
着
し
た

徳
川
家
康
は
石
田
三
成
の
挙
兵
を
知
り
、
翌
二
五
日
小
山
の
本
陣
に
お
い
て
軍
議

を
開
い
た
」13

。
こ
の
軍
議
が
小
山
評
定
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
そ
の
有
無
の
論
争

が
行
わ
れ
て
い
る14

。

無
の
立
場
に
お
け
る
白
峰
旬
氏
の
評
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。上

杉
討
伐
の
た
め
に
徳
川
家
康
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
六
月
一
六
日
…

大
坂
城
を
出
陣
し
…
下
野
国
小
山
（
栃
木
県
小
山
市
）
へ
進
軍
し
た
。
小
山

評
定
は
、
七
月
二
十
五
日
、
家
康
が
小
山
に
お
い
て
家
康
に
従
っ
た
諸
将
を

集
め
て
協
議
し
、
…
上
方
の
情
勢
に
対
応
す
べ
く
諸
将
が
西
上
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
…
軍
議
で
…
特
に
、
福
島
正
則
…
が
諸
将
よ
り
も
率
先
し
て

家
康
に
味
方
す
る
と
宣
言
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
山
内
一
豊
…
が
居
城
を
い

ち
早
く
家
康
方
に
明
け
渡
す
こ
と
を
申
し
出
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
…
有
名
で
あ

る
。
…
し
か
し
、
…
慶
長
五
年
七
月
か
ら
九
月
頃
の
家
康
が
発
給
し
た
書
状

や
家
康
方
の
諸
将
が
発
給
し
た
書
状
な
ど
の
一
次
史
料
を
み
て
も
、
…
評
定

が
開
か
れ
た
こ
と
を
記
し
た
書
状
は
皆
無
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
後
世

の
江
戸
時
代
の
軍
記
物
で
は
、
小
山
評
定
に
つ
い
て
、
…
臨
場
感
た
っ
ぷ
り

の
感
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
（『
関
原
軍
記
大
成
』

な
ど
）15

。

有
の
立
場
に
お
け
る
本
多
隆
成
氏
の
見
解
は
、「
通
説
ど
お
り
何
ら
か
の
談
合
・

評
定
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
」16

で
あ
る
。

筆
者
は
、
論
争
に
立
ち
入
る
資
格
は
な
い
が
、
白
峰
氏
の
見
解
の
「
軍
議
で

…
特
に
、
福
島
正
則
…
が
諸
将
よ
り
も
率
先
し
て
家
康
に
味
方
す
る
と
宣
言
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
山
内
一
豊
…
が
居
城
を
い
ち
早
く
家
康
方
に
明
け
渡
す
こ
と
を

申
し
出
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
…
有
名
で
あ
る
」
に
注
目
す
る
。
こ
れ
は
福
島
正
則
や

山
内
一
豊
が
家
康
を
総
大
将
に
推
す
話
で
あ
る
。
ま
た
「
後
世
の
軍
記
物
語
『
関

原
軍
記
大
成
』
で
は
」「
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
の
感
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
登
場
し

て
く
る
」
に
注
目
し
た
い
。
同
氏
は
こ
の
逸
話
を
作
り
上
げ
た
史
料
と
し
て
軍
記

物
語
を
調
査
さ
れ
て
い
る17

。
そ
の
代
表
の
一
つ
と
し
て
『
関
原
軍
記
大
成
』（
正

徳
三
年
〈
一
七
一
三
〉
成
立
）
を
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
酒
井
忠
勝
（
徳
川
家

光
・
家
綱
政
権
期
の
老
中
、天
正
一
五
〈
一
五
八
七
〉
～
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉）

の
「
関
原
始
末
記
」
を
本
拠
と
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
。「
関
原
始
末
記
」
は
、

忠
勝
が
自
分
の
見
聞
を
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
儒
者
林
羅
山
等
に
依
頼
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る18

。
こ
の
こ
と
か
ら
徳
川
家
（
政
権
）
に
と
っ
て
小
山

評
定
は
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
、
つ
ま
り
選
ば
れ
た
存
在
と
し
て
の
徳
川
家
を
演
出

し
た
か
っ
た
、
ま
た
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
政
権
者
は
選
ば
れ
る
も
の
と
も
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

笠
谷
和
比
古
氏
は
『
関
ヶ
原
合
戦
』19

で
、
関
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
徳
川
家
康
の

微
妙
な
立
場
（
秀
忠
ひ
き
い
る
徳
川
主
力
軍
の
遅
参
な
ど
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
家
康
は
絶
対
的
覇
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

イ　

家
光
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
将
軍
」
逸
話

先
の
拙
稿20

で
も
紹
介
し
た
、
徳
川
家
光
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
将
軍
」
の
逸
話

が
あ
る
。
家
光
の
伝
記
研
究
者
野
村
玄
氏
に
よ
れ
ば
、「
秀
忠
の
亡
き
後
、
家
光

が
諸
大
名
を
前
に
し
て
『
天
下
に
主
た
る
者
我
一
人
（
徳
川
家
光
）
な
り
』
と
宣

言
し
、
家
光
に
代
わ
っ
て
天
下
に
号
令
を
か
け
た
い
者
は
名
乗
り
出
る
よ
う
に
述
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べ
た
と
こ
ろ
、
伊
達
政
宗
が
進
み
出
て
、
三
代
に
わ
た
る
徳
川
将
軍
家
か
ら
の
恩

義
を
強
調
し
た
上
で
、
家
光
に
反
逆
す
る
者
が
あ
れ
ば
政
宗
が
引
き
受
け
て
踏
み

潰
し
て
御
覧
に
入
れ
る
旨
を
発
言
し
、
他
の
大
名
は
家
光
の
宣
言
を
受
け
容
れ
た

と
い
う
話
」21

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
話
は
家
光
の
威
光
に
対
し
て
国
持
外
様
大

名
等
が
ひ
れ
伏
し
家
光
の
宣
言
を
受
け
入
れ
、
国
持
大
名
も
譜
代
大
名
に
な
っ
た

と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
家
光
の
存
在
を
国

持
大
名
等
が
認
め
た
と
も
理
解
で
き
る
。

野
村
氏
は
こ
の
話
の
出
典
を
調
査
さ
れ
て
い
る
。「『
生
ま
れ
な
が
ら
の
将
軍
』

の
語
そ
の
も
の
は
見
出
せ
て
い
な
い
の
だ
が
、
…
よ
く
似
た
語
を
含
む
話
で
、
…

次
の
も
の
を
把
握
し
て
い
る
」
と
、『
仰
景
録
』
下
（
萩
野
由
之
監
修
『
日
本
偉

人
言
行
資
料　

圓
心
上
書
全
・
仰
景
録
全
』）
を
紹
介
さ
れ
、つ
づ
け
て
『
仰
景
録
』

と
い
う
史
料
に
つ
い
て
、「『
解
題
及
伝
記
』
に
よ
る
と
『
若
州
小
浜
の
藩
主
酒
井

忠
勝
の
言
行
録
な
り
…
著
者
山
口
安
固
の
父
を
治
兵
衛
翆
厳
と
い
ひ
、
忠
勝
隠
居

の
後
、
其
祐
筆
を
勤
む
、
著
者
は
父
及
び
親
し
く
忠
勝
に
仕
え
し
者
の
談
話
を
採

収
し
て
本
書
を
成
せ
り
と
い
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る22

。
こ
こ
に
も
前
述
の
「
関

原
始
末
記
」
の
酒
井
忠
勝
が
登
場
す
る
。
逸
話
も
家
光
政
権
側
の
演
出
、
徳
川
家

光
を
認
め
て
欲
し
い
と
の
願
い
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ウ　

主
君
押
込
め

笠
谷
和
比
古
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
家
老
等
が
暴
君
等
を
強
制
的
に
廃
位

せ
し
め
る
主
君
「
押
込
」
の
行
為
が
武
家
に
存
在
し
て
い
た
。「
そ
れ
は
不
正
な

反
逆
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
正
当
な
行
為
と
し
て
、
さ
ら
に
は
家
老
・
重
臣
層

の
権
限
に
属
す
る
正
当
な
行
為
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」23

と
さ

れ
、
国
制
に
お
け
る
位
置
づ
け
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
主
君
と
家
臣
の
関
係
は
、

「
大
名
家
に
お
け
る
政
治
的
意
思
決
定
に
際
し
て
は
、
家
老
・
重
臣
ら
の
意
向
へ

の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
彼
ら
と
の
合
議
・
合
意
に
基
づ
く
『
共
働
』
に
お
い
て
、

始
め
て
円
滑
に
こ
と
を
は
こ
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
」24

と
さ
れ
る
。「
共
働
」

は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
、
朝
尾
直
弘
氏
も
公
儀
の
研
究
に
お
い
て
「
毛
利
氏
の

老
臣
志
道
広
良
が
元
就
の
嫡
子
隆
元
に
『
君
ハ
船
、
臣
ハ
水
ニ
テ
候
、
水
よ
く
船

を
う
か
へ
候
事
ニ
て
候
、
船
候
も
水
な
く
候
へ
ハ
、
不
相
叶
候
歟
』
と
い
い
放
っ

た
」25

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

エ　

領
主
と
民
の
契
約

領
主
と
民
の
関
係
の
理
解
は
、
今
日
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
近
世
思
想
史
研

究
者
の
若
尾
政
希
氏
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　

江
戸
時
代
の
政
治
や
支
配
―
被
支
配
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
は
現

在
ど
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
強
力
で
横
暴
な
武
士
た

ち
の
政
権
と
無
力
な
百
姓
た
ち
、
と
い
う
構
図
が
な
お
根
強
く
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
枠
取
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、研
究
者
の
間
で
も
か
つ
て
は
、

幕
藩
制
国
家
と
い
え
ば
、
ま
ず
領
主
権
力
の
専
制
・
集
権
的
性
格
を
強
調
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
…
と
こ
ろ
が
、 

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
幕
藩

制
国
家
の
「
公
儀
」
機
能
・
公
共
機
能
的
側
面
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
か
つ
て
の
む
き
出
し
の
強
権
を
ふ
る
う
権
力
者
像
は
す
っ
か
り
影
を
ひ

そ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。す
な
わ
ち
幕
藩
領
主
制
の
骨
格
を
な
す
領
主
と
民
、

領
主
と
家
臣
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
領
主
の
強
権
に
よ
る
一
方
的
関
係(

抑

圧
と
服
従)
と
見
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
の
相
互
的
契
機
に
着
目
し
て
、
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そ
こ
に
契
約
あ
る
い
は
合
意
を
見
出
し
た
（
註
１
）
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
領
主
制
の
本
質
は
支
配
―

被
支
配
の
身
分
差
別
に
あ
り
、
幕
藩
制
社
会
は
ま
が
う
か
た
な
き
階
級
制
社

会
で
あ
る
。
問
題
は
、そ
の
よ
う
な
上
下
の
絶
対
的
差
別
の
関
係
に
お
い
て
、

な
ぜ
相
互
的
な(
疑
似
相
互
的
と
い
う
べ
き
か)

契
機
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
そ
れ
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。
い

わ
ば
相
互
的
契
機
形
成
の
所
以
と
由
来
を
歴
史
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
、
研

究
の
主
眼
を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
国
期
以
来
の
領
主
―
民
、
領
主

―
家
臣
間
の
交
渉
・
抗
争
を
経
て
、
近
世
の
あ
る
時
期
に
領
主
と
民
と
の
間
、

領
主
と
家
臣
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
相
互
的
関
係
意
識
が
形
成
さ
れ
幕
藩
領

主
制
が
確
立
す
る(

関
係
意
識
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
を
幕
藩
制
の
確

立
と
呼
び
得
る)

、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
研
究
が
、
今
、
必

要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う26

。

（
註
１　

朝
尾
直
弘
「『
公
儀
』
と
幕
藩
領
主
制
」（
講
座
日
本
歴
史
５
』〈
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
〉）
＊
傍
線
筆
者

「
両
者
の
間
の
相
互
的
契
機
」「
契
約
」「
合
意
」
に
留
意
し
た
い
。
な
お
、
同

氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
近
世
は
身
分
社
会
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

オ　

近
江
の
入
札
（
選
挙
）

近
世
史
の
研
究
者
水
本
邦
彦
氏
は
近
江
国
の
村
役
人
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

村
役
人
の
選
出

村
掟
の
制
定
を
始
め
と
し
て
、
村
の
運
営
は
村
役
人
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

庄
屋
・
年
寄
、
あ
る
い
は
名
主
・
組
頭
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
る
役
職
で
構
成

さ
れ
る
村
役
人
組
織
の
設
置
は
、
村
を
統
治
の
単
位
と
す
る
近
世
領
主
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
が
、
人
選
は
お
お
む
ね
村
の
意
向
に
任
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
選
定
方
法
は
村
に
よ
っ
て
異
な
り
、
前
代
の
土
豪
・
地
侍
な
ど
の
家

筋
が
世
襲
す
る
村
が
あ
る
一
方
、
村
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
ぶ
村
も
多
か
っ

た
。
…
蒲
生
郡
鎌かい
掛がけ
村
で
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
庄
屋
の
交
代

が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
同
村
の
領
主
だ
っ
た
幕
府
代
官
石
原
清
左
衛
門
役
所

へ
提
出
さ
れ
た
願
書
に
、
選
任
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
（
瀬
川
欣
一
氏
収

集
文
書
）。

庄
屋
新
左
衛
門
は
多
病
で
御
用
が
勤
め
が
た
く
困
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
村
方
へ
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
も
っ
と
も
だ
と
皆
が
了
解
し
退
役

を
了
承
し
ま
し
た
。
新
左
衛
門
は
庄
屋
在
役
中
、
諸
勘
定
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
村
民
と
の
間
で
揉
め
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
な
の
で
、
新
左
衛
門
の
休
役
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。
後
役
に

つ
い
て
は
村
法
に
も
と
づ
く
入
札
の
結
果
、
平
蔵
に
札
が
多
く
入
り
ま

し
た
。
彼
は
ふ
だ
ん
か
ら
実
儀
あ
る
者
な
の
で
村
中
納
得
の
う
え
、
後

役
に
頼
む
事
に
し
ま
し
た
。
村
中
連
印
の
書
付
を
も
っ
て
お
願
い
し
ま

す
の
で
、
今
後
彼
に
御
用
を
仰
せ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。27

水
本
氏
は
続
い
て
、
庄
屋
交
代
は
す
ぐ
に
受
理
さ
れ
た
こ
と
、
前
任
の
清
左

衛
門
は
村
民
と
の
間
で
揉
め
ご
と
も
な
く
、
模
範
的
な
庄
屋
と
し
て
退
役
し
た
こ

と
を
補
足
さ
れ
て
い
る
。

「
入
札
」（
選
挙
）
で
庄
屋
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
水
本
氏
は
、
直
近
の
論
考
「
惣　

私
た
ち
の
公

お
お
や
け」28

に
お
い
て
近
江
国
の
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一
四
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
後
半
に
わ
た
る
村
の
あ
り
方
（
自
村
の
権
益
確
保
、
安

寧
秩
序
、
制
裁
な
ど
）
を
「
公
儀
」
の
視
点
で
考
察
さ
れ
て
「
村
社
会
自
身
の
変

化
と
、
強
力
な
中
央
集
権
国
家
の
登
場
の
な
か
で
、
村
惣
中
の
担
っ
た
『
私
た
ち

の
公
』
権
能
は
国
家
公
権
に
移
譲
・
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
先
の
入
札(

選
挙)

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
留
意

し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
近
世
の
選
挙
に
か
か
わ
る
事
例
を
柿
崎
明
二
氏29

、
中
世
の

落
書
、
近
世
の
越
後
や
下
総
の
入
札
を
中
世
史
家
藤
木
久
志
氏
が
紹
介30

さ
れ
て

い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
二
）
昭
和
の
両
領
国
体
制
関
係
の
歴
史
的
事
象　

対
馬
の
寄
合

前
節
は
近
世
の
事
例
で
あ
る
が
、
本
節
は
昭
和
の
、
全
国
の
民
俗
調
査
を
行
っ

た
宮
本
常
一
氏
の
調
査
を
紹
介
し
た
い
。

昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）・
二
六
年
に
九
学
会
連
合
・
対
馬
綜
合
調
査
に
お
け

る
伊
奈
（
長
崎
県
対
馬
市
上
県
町
）
の
寄
り
あ
い
の
見
聞
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

氏
が
希
望
し
た
古
文
書
の
借
用
の
ほ
か
別
件
を
数
日
か
け
て
話
し
合
う
寄
り
あ
い

が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
長
く
な
る
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

み
ん
な
の
納
得
の
い
く
ま
で
何
日
で
も
は
な
し
あ
う
。
は
じ
め
に
は
一
同
が

あ
つ
ま
っ
て
区
長
か
ら
の
話
を
聞
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
組
で
い
ろ
い
ろ

に
話
し
あ
っ
て
区
長
の
と
こ
ろ
へ
そ
の
結
論
を
も
っ
て
い
く
。
も
し
折
り
合

い
が
つ
か
ね
ば
ま
た
自
分
の
グ
ル
ー
プ
へ
も
ど
っ
て
は
な
し
あ
う
。
用
事
の

あ
る
者
は
家
に
か
え
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
区
長
・
総
代
は
き
き
役
・
ま
と

め
役
と
し
て
そ
こ
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
こ
う
し
て
二
日
も

協
議
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。（
一
三
頁
）
…
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
私
は
で

か
け
て
い
っ
た
。
…
老
人
の
一
人
が
「
見
れ
ば
こ
の
人
は
わ
る
い
人
で
も
な

さ
そ
う
だ
し
、
話
を
き
め
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
か
な
り
大
き
い
声
で
い
う

と
外
で
は
な
し
て
い
た
人
た
ち
も
窓
の
と
こ
ろ
へ
寄
っ
て
来
て
、
…
私
の
顔

を
見
た
。
私
が
古
文
書
の
中
に
か
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
、
…

は
な
す
と
、…
話
が
し
ば
ら
く
つ
づ
い
た
。
…
話
は
次
第
に
展
開
し
て
来
る
。

…
老
人
が
「
ど
う
で
あ
ろ
う
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
貸
し
て
あ
げ
て
は
…
」
と

一
同
に
は
か
っ
た
。「
あ
ん
た
が
、
そ
う
い
わ
れ
る
な
ら
、
も
う
誰
も
異
存

は
な
か
ろ
う
」（
一
五
頁
）
と
一
人
が
答
え
、
区
長
が
「
そ
れ
で
は
私
が
責

任
を
お
い
ま
す
か
ら
」
と
い
い
、
私
が
そ
の
場
で
借
用
書
を
か
く
と
、
区
長

は
そ
れ
を
よ
み
あ
げ
て
…
「
は
ア
そ
れ
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
…
声
が

あ
る
と
、
区
長
は
…
古
文
書
を
手
に
と
っ
て
私
に
渡
し
て
く
れ
た
。
…
と
に

か
く
無
理
は
し
な
か
っ
た
。
…
納
得
の
い
く
ま
で
は
な
し
あ
っ
た
。
だ
か
ら

結
論
が
出
る
と
、そ
れ
は
キ
チ
ン
と
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。（
一
六

頁
）
話
と
い
っ
て
も
理
窟
を
い
う
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
自

分
の
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
の
関
係
あ
る
事
例
を
あ
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
…

こ
の
よ
う
な
協
議
の
形
式
は
ひ
と
り
伊
奈
の
村
ば
か
り
で
な
く31

（
一
七
頁
）

…
　

日
本
中
の
村
が
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
は
い
わ
ぬ
。が
す
く
な
く
も
京
都
、

大
阪
か
ら
西
の
村
々
に
は
、
こ
う
し
た
村
寄
り
あ
い
が
古
く
か
ら
お
こ
な
わ

れ
て
来
て
お
り
、
そ
う
い
う
会
合
で
は
郷
士
も
百
姓
も
区
別
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
（
一
九
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
人
が
体
験
や
見
分
を
語
り
、
発
言
す
る
機
会
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
た
し
か
に
村
里
生
活
を
秩
序
あ
ら
し
め
結
束
を
か
た
く
す

る
た
め
に
役
立
っ
た
が
、
同
時
に
村
の
前
進
に
は
い
く
つ
か
の
障
碍
を
与
え
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て
い
た32

。（
二
一
頁
）　

※
（
◯
◯
頁
）
は
出
典
の
頁
数

な
お
、「
同
時
に
村
の
前
進
に
は
い
く
つ
か
の
障
碍
を
与
え
て
い
た
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
事
例
を
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。

宮
本
氏
は
同
書
で
そ
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
寄
り
あ
い
が
行
わ
れ
る
村
は
、

非
血
縁
結
合
で
、
寄
り
あ
い
の
場
と
し
て
、
講
堂
、
庵
寮
、
辻
が
あ
り33

、
ま
た
、

自
分
の
故
郷
（
山
口
県
大
島
）
の
こ
と
と
し
て
、
庄
屋34

な
ど
も
寄
り
あ
い
で
推

薦
さ
れ
て
い
た35

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

寄
合
は
「
納
得
の
い
く
ま
で
は
な
し
あ
っ
た
」、「
村
里
生
活
を
秩
序
あ
ら
し

め
結
束
を
か
た
く
す
る
」、「
庄
屋
な
ど
も
寄
り
あ
い
で
推
薦
」
は
留
意
し
て
お
き

た
い
。

た
だ
し
、
宮
本
氏
の
こ
の
寄
合
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
研
究
者
の
杉
本
仁
氏

の
批
判
が
あ
る36

。
ま
た
、杉
本
氏
ほ
か
の
批
判
に
た
い
し
て
、松
本
勇
介
氏
は
「
伊

奈
の
寄
合
に
つ
い
て
は
検
証
が
進
み
、
事
実
誤
認
も
含
め
、
宮
本
が
提
示
し
た
寄

合
像
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
伊
奈

に
は
…
満
場
一
致
に
持
っ
て
い
く
合
議
制
が
存
在
し
、
そ
れ
を
宮
本
が
体
験
し
た

こ
と
は
確
か
で
す
。
…
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」37

と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
寄
合
は
昭
和
の
こ
と
で
あ
る
が
、
近
世
に
も
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

小
括

以
上
、
小
山
評
定
は
政
権
者
は
選
ば
れ
る
も
の
、
家
光
「
生
ま
れ
な
が
ら
の

将
軍
」
逸
話
は
家
光
を
認
め
て
欲
し
い
と
の
願
い
、
主
君
押
込
め
は
主
君
と
家
臣

の
関
係
は「
共
働
」、領
主
と
民
の
契
約
は「
両
者
の
間
の
相
互
的
契
機
」「
契
約
」「
合

意
」、
近
江
の
入
札
（
選
挙
）
は
「
入
札
」（
選
挙
）
で
庄
屋
が
選
ば
れ
る
、
昭
和

の
対
馬
の
寄
合
は
満
場
一
致
に
持
っ
て
い
く
合
議
制
、と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、

小
括
す
る
と
「
共
働
」
と
政
権
者
は
選
ば
れ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

二　

両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
と
魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」

筆
者
は
、
近
世
は
石
高
制
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
水
田
稲
作
が
始
ま
る
弥
生
時

代
に
つ
い
て
も
研
究
成
果
を
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
と
い
え

ば
や
は
り
三
国
志
の
魏
志
倭
人
伝
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
魏
志
倭
人
伝
と
い
え

ば
、
邪
馬
台
国
の
位
置
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
卑
弥
呼
の
共
立
（
以
下
、

用
語
、
制
度
、
思
想
（
考
え
）
の
意
味
で
以
下
「　

」
を
付
し
て
使
用
す
る
）
が

注
目
さ
れ
た
。
本
稿
で
い
う
両
領
国
体
制
は
、
徳
川
と
国
持
外
様
大
名
の
関
係
と

も
い
え
、
こ
の
関
係
は
、
卑
弥
呼
と
倭
国
内
の
国
々
の
関
係
と
同
じ
で
、
卑
弥
呼

「
共
立
」
は
両
領
国
体
制
の
源
流
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

後
者
の
関
係
は
「
共
立
」
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
共
立
」
は
、「
公
儀
」
と
も

関
係
す
る
と
思
え
た
の
で
あ
る
。「
公
儀
（
お
お
や
け
）」
は
「
は
じ
め
に
」
で
述

べ
た
よ
う
に
先
の
拙
稿
で
検
討
し
、
端
的
に
「
協
働
（
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
二

人
以
上
が
協
力
し
て
働
く
こ
と
）・
平
和
」
と
し
た
が
、「
共
立
」
と
「
協
働
」
が

繋
が
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
共
立
」
の
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
後
で
卑
弥
呼
の
「
共
立
」
体
制
を

両
領
国
体
制
の
源
流
と
す
る
理
由
を
見
て
い
き
た
い
。

（
大
漢
和
辞
典
）

�【
共
立
】
キ
ョ
ウ
リ
ツ　

㊀
と
も
に
立
つ
。〔
詩
、
小
雅
、
南
有
嘉
魚
、
嘉
賓

式
燕
以
楽
、
疏
〕
遂
得
賢
者
、
共
立
於
朝
。
㊁
二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て

設
立
す
る
。
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（
日
本
国
語
大
辞
典
）

�〔
名
〕
き
ょ
う
‐
り
つ 

【
共
立
】
(1)
並
び
立
つ
こ
と
。
二
つ
以
上
の
も
の
が
と

も
に
あ
る
こ
と
。
並
立（
へ
い
り
つ
）。
＊
西
洋
事
情〔
一
八
六
六
～
七
〇
〕〈
福

沢
諭
吉
〉
二
・
一
「
政
府
の
体
裁
と
国
民
の
自
由
と
恰
も
共
立
並
行
せ
り
」
＊

鼠
と
猫
〔
一
九
二
一
〕〈
寺
田
寅
彦
〉
一
「
両
方
の
権
利
が
共
立
し
な
い
時
に
」

＊
詩
経
疏
‐
小
雅
・
南
有
嘉
魚
「（
嘉
賓
式
燕
以
楽
）
遂
得
賢
者
、
共
立
於
朝
」

(2)
二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て
設
立
す
る
こ
と
。
平
等
の
立
場
で
運
営
す
る

こ
と
。
＊
地
方
官
会
議
日
誌
‐
一
七
・
明
治
八
年
〔
一
八
七
五
〕
七
月
一
〇

日
「
一 

管
内
共
立
の
学
校
及
貧
院
病
院
等
の
事
」

ま
と
め
れ
ば「
と
も
に
立
つ
」と「（
平
等
の
立
場
で
）共
同
し
て
設
立（
・
運
営
）」

と
二
つ
の
意
味
が
確
認
で
き
る
。

卑
弥
呼
「
共
立
」
は
、
主
と
し
て
考
古
学
者
の
寺
沢
薫
氏
の
近
著
『
卑
弥
呼

と
ヤ
マ
ト
王
権
』38

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
同
氏
は
、
考
古
学
の
発
掘
成
果
と

文
献
の
両
面
か
ら
分
析
を
行
い
、「
共
立
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。（

一
）
諸
国
の
卑
弥
呼
の
「
共
立
」

諸
国
と
は
、
卑
弥
呼
を
「
共
立
」
し
た
国
々
の
こ
と
で
あ
る
が
、
寺
沢
氏
は
、

従
来
の
説
と
は
異
な
り
、
西
日
本
の
範
囲
も
含
め
て
次
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
ま
で
の
倭
国
（
イ
ト
倭
国
）
の
政
治
的
中
枢
で
あ
っ
た
イ
ト
国
と
そ
の

傘
下
の
ク
ニ
・
国
の
ほ
か
。「
倭
国
乱
」
の
頃
か
ら
急
速
に
力
を
つ
け
て
き

た
キ
ビ
国
と
ハ
リ
マ
、
サ
ヌ
キ
、
ア
ハ
、
イ
ヨ
な
ど
そ
の
周
辺
の
ク
ニ
・
国
・
、

そ
し
て
イ
ヅ
モ
の
ク
ニ
・
国
な
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る39
。

邪
馬
台
国
に
つ
い
て
は
、

邪
馬
台
国
と
は
奈
良
盆
地
の
東
南
部
を
占
め
る
狭
義
の
「
や
ま
と
」
の
領
域
、

つ
ま
り
私
の
い
う
「
ヤ
マ
ト
国
」
を
指
し
、
女
王
卑
弥
呼
は
纏
向
遺
跡
に
い

た40

と
さ
れ
る
。

「
共
立
」
は
、
諸
国
が
卑
弥
呼
を
推
戴
し
て
倭
国
を
運
営
し
て
い
く
体
制
を
意

味
す
る
が
、
同
氏
は
、

二
世
紀
末
の
混
迷
す
る
イ
ト
倭
国
体
制
か
ら
脱
却
し
、
よ
り
強
力
で
拡
大
し

た
領
域
を
も
つ
倭
国
体
制
（
新
生
倭
国
）
へ
の
飛
躍
を
と
げ
る
た
め
に
と
ら

れ
た
手
段41

と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
「
共
立
」
と
い
う
手
段
で
あ
っ
た
か
の
説
明
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
国
志
の
魏
志
東
夷
伝
に
は
、「
共
立
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田

晶
氏
に
よ
れ
ば
、
東
夷
伝
の
扶
余
・
高
句
麗
の
共
立
や
、
辰
王
の
共
立
的
関
係
と

卑
弥
呼
の
「
共
立
」
は
異
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る42

。
ま
た
、
渡
邉
義
浩
氏
は
「
儒

教
が
（
共
立
を
＊
本
稿
註
）
高
く
評
価
す
る
こ
と
は
な
い
。
王
は
、
自
ら
即
位
す

る
も
の
で
あ
り
、
相
や
国
々
に
『
共
立
』
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」43

と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
魏
志
倭
人
伝
に
記
さ
れ
る
諸
国
が
卑
弥
呼
を
「
共
立
」
す
る
あ

り
方
は
、
後
で
述
べ
る
倭
国
乱
を
終
息
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
独
自
の
あ
り

方
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
ぜ
、「
共
立
」
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。「
お

わ
り
に
」
で
検
討
し
た
い
。

次
に
、「
共
立
」
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
倭
国
乱
を
寺
沢
氏
の
近
著
に
よ
っ
て

確
認
し
た
い
。
両
領
国
体
制
に
は
戦
国
時
代
が
あ
り
、
卑
弥
呼
「
共
立
」
を
源
流

と
す
る
指
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
二
）
倭
国
乱

倭
人
伝
の
倭
国
乱
に
か
か
わ
る
部
分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

其
國
本
亦
以
男
子
為
王
住
七
八
十
年
倭
國
亂
相
攻
伐
歴
年
乃
共
立
一
女
子
為

王
名
曰
卑
爾
呼44

＊
傍
線
は
筆
者

寺
沢
氏
に
よ
る
、
句
読
点
と
現
代
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

其
国
、
本
亦
以
男
子
為
王
、
住
七
八
十
年
、
倭
国
乱
、
相
攻
伐
歴
年
、
乃
共

立
一
女
子
為
王
。
名
曰
卑
弥
呼
。

倭
国
は
も
と
も
と
男
性
を
主
と
し
、
男
王
の
治
世
が
七
、八
〇
年
つ
づ
い
た
。

し
か
し
倭
国
は
乱
れ
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
た
が
い
に
攻
撃
し
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
一
人
の
女
性
を
共
に
倭
国
王
に
推
戴
し
た
。
そ
の
名
を
卑
弥
呼
と
い

う45
一
般
的
な
現
代
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
国
で
は
、
も
と
も
と
男
子
が
王
位
に
つ
い
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
状
態

が
七
、八
十
年
も
つ
づ
い
た
あ
と
、〔
漢
の
霊
帝
の
光
和
年
間
（
一
七
八
～

一
八
四
、
本
稿
註
）
に
〕
倭
の
国
々
に
戦
乱
が
お
こ
っ
て
、
多
年
に
わ
た
り

互
い
の
戦
闘
が
続
い
た
。
そ
こ
で
国
々
は
共
同
し
て
一
人
の
女
子
を
王
に
立

て
た
。
そ
の
者
は
卑
弥
呼
と
呼
ば
れ
…46

筆
者
は
、
倭
国
乱
の
部
分
は
、
寺
沢
氏
訳
を
基
本
と
し
、「
男
子
王
の
治
世
下
、

七
、八
〇
年
倭
国
は
連
年
た
が
い
に
攻
撃
し
あ
っ
た
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

な
お
、
寺
沢
氏
は
、
対
外
関
係
や
発
掘
状
況
か
ら
倭
国
乱
は
戦
争
で
は
な
く

混
乱
、
卑
弥
呼
共
立
の
時
期
は
三
世
紀
初
め
と
さ
れ
る47

。

筆
者
は
、
一
例
で
あ
る
が
、
鳥
取
市
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の
溝
か
ら
出
土
し

た
弥
生
後
期
（
約
一
八
〇
〇
年
前
〈
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
記
事
二
〇
二
三
年
一
〇

月
六
日
〉）
の
殺
傷
痕
が
あ
る
一
〇
九
体
（
女
性
、
五
歳
程
度
の
子
含
む
）
分
の

人
骨
の
発
掘
成
果48

か
ら
長
期
（
七
、八
〇
年
）
の
攻
伐
の
乱
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
た
が
、
こ
の
理
解
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
に
行
わ
れ
た
「
と
っ
と
り
弥
生
の
王

国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

続
々
・
倭
人
の
真
実　

見
え
て
き
た
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の
人

び
と
」
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
濱
田
竜
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
殺
傷
痕
の
あ
る
人
骨
は
一
〇
九
体

の
内
一
割
に
み
た
な
い
と
の
事
で
あ
る49

。
さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
説
明
で
は

一
八
〇
〇
年
前
の
こ
の
遺
跡
は
、「
血
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
、
都
市
的
住
民
か

ら
な
る
『
街
』」50

と
の
こ
と
で
あ
る
。
倭
国
乱
を
証
明
で
き
る
遺
跡
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
魏
志
倭
人
伝
の
倭
国
乱
は
事
実
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
情
報
は

ど
こ
か
ら
魏
志
倭
人
伝
が
含
ま
れ
る
三
国
志
の
著
者
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
今

後
の
課
題
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
混
乱
の
終
息
の
た
め
卑
弥
呼
が
諸
国
に
よ
っ
て

「
共
立
」
さ
れ
た
体
制
が
あ
っ
た
と
は
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
括

寺
沢
薫
氏
の
研
究
、
最
近
の
発
掘
成
果
か
ら
、
倭
国
乱
は
戦
争
で
は
な
く
混

乱
で
あ
る
が
、
乱
終
息
の
た
め
、
イ
ト
国
等
の
西
日
本
の
諸
国
に
よ
っ
て
卑
弥
呼

が
「
共
立
」
さ
れ
た
体
制
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に　

両
領
国
体
制
の
源
流　
「
公
儀
（
協
働
）」
と

　
　
　
　
　

魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」
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一
、二
章
の
小
括
を
時
代
順
に
総
括
す
る
と
、
弥
生
時
代
二
世
紀
に
、
七
、八
〇

年
続
い
た
倭
国
乱
を
終
息
す
る
た
め
西
日
本
の
諸
国
が
三
世
紀
初
め
こ
ろ
に
卑
弥

呼
を
「
共
立
」（
共
に
立
つ
、
共
同
し
て
設
立
）
し
た
体
制
が
あ
っ
た
。
時
代
は

飛
ぶ
が
、
戦
国
時
代
、
関
ヶ
原
合
戦
（
慶
長
五
年
〈
一
六
〇
〇
〉）
の
後
、
三
代

公
方
徳
川
家
光
（
在
職
一
六
二
三
～
五
一
）
の
こ
ろ
に
は
、
国
持
大
名
等
に
よ
っ

て
政
権
者
（
公
方
）
は
選
ば
れ
る
と
い
う
「
合
議
・
合
意
に
基
づ
く
『
共
働
』51

」

の
体
制
が
あ
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
の
目
的
は
、
拙
論
で
あ
る
両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
源
流

を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
体
制
は
、
徳
川
領
国
が
担
う
大
公
儀
が
国
持
外

様
領
国
を
編
成
し
、
か
つ
両
者
に
よ
っ
て
国
家
が
構
成
さ
れ
て
い
た
、
と
し
て
い

る
。
先
の
総
括
に
よ
っ
て
、
近
世
は
「
共
働
」
の
社
会
で
、
徳
川
領
国
の
主
で
あ

る
徳
川
家
は
、
国
持
大
名
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
べ
き
も
の
、
と
理
解
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
体
制
の
源
流
は
、
魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」
が
考
え
ら
れ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
先
の
拙
稿
で
「
公
儀
」
の
源
流
を
縄
文
時
代

の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
あ
り
方（
思
想
）と
し
、端
的
に「
協
働（
同
じ
目
的
の
た
め
に
、

二
人
以
上
が
協
力
し
て
働
く
こ
と
）・
平
和
」
と
し
た
。

縄
文
、
弥
生
、
近
世
の
社
会
の
あ
り
方
を
端
的
に
示
す
用
語
は
「
協
働
」、「
共

立
」、「
共
働
」52

で
あ
る
が
、
通
底
す
る
の
は
「
協
働
（
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
二

人
以
上
が
協
力
し
て
働
く
こ
と
）」
と
考
え
る
。

先
の
拙
稿
で
、
こ
の
「
公
儀
」
は
、
一
〇
〇
年
の
戦
国
時
代
の
惨
禍
を
経
て
、

表
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た53

。
魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」
の
前
に
は
、

混
乱
と
さ
れ
る
が
七
、八
〇
年
の
倭
国
乱
が
あ
る
。
魏
志
倭
人
伝
の
卑
弥
呼
の「
共

立
」
も
当
時
の
人
び
と
の
心
底
に
あ
っ
た
縄
文
由
来
の
「
公
儀
」
が
「
共
立
」
を

推
し
進
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。両
領
国
体
制
の
源
流
は
、

弥
生
時
代
の
魏
志
倭
人
伝
の
「
共
立
」
で
あ
り
、
縄
文
由
来
の
「
公
儀
」
で
も
あ

る
と
改
め
て
考
え
る
。

な
お
、
戦
争
と
「
協
働
」
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題54

と
し
た
い
。

今
回
も
、
考
古
学
、
民
俗
学
に
学
ん
で
近
世
史
を
考
察
し
た
。
ご
批
判
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
近
世
は
「
幕
藩
体
制
」
と
さ
れ
る
が
、
当
時
の
用
語

で
い
え
ば
「
大
公
儀
・
公
儀
体
制
」
と
い
え
る
。
こ
の
体
制
研
究
の
踏
み
台
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

【
付
記
】

先
の
拙
稿
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』
の
源
流
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告

人
文
七
五
』、
二
〇
二
三
年
）
に
お
い
て
、
細
谷
昂
氏
の
御
氏
名
を
「
細
谷
昴
」

と
誤
記
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
で
あ
る
が
お
詫
び
申
し
上
げ
修
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

本
稿
に
つ
い
て
は
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
近
世
史
の
研
究
会
で
あ

る
ふ
と
で
会
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
教
示
等
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
今
回
も
地
元
の
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
は
大
変
御
世

話
に
な
っ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
稿
は
二
〇
二
四
年
度JSPS23k01060

の
助
成
を
受
け
た
「
公
儀
触
に
よ

る
両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
最
終
検
証
と
触
研
究
へ
の
報
提
供
あ
り

方
研
究
」（
研
究
代
表
山
田
洋
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
京
都
府
立
大
学
特
任
講
師
）
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【
註
】

し
て
表
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
…
近
世
の
国
持
大
名
は
、す
べ
て
そ
の
国
の
給
人
領
主
を
自
己
の
「
家

中
」
と
し
て
編
成
し
て
い
く
志
向
を
有
し
た
。
…
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
家
中
」
が
す
べ
て

か
れ
ら
の
「
家
の
子
・
郎
党
」
…
か
ら
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
将
軍
家
の
知
行
体
系
と
同

様
に
、
幕
藩
制
成
立
過
程
に
お
い
て
、
擬
制
的
に
こ
の
関
係
を
拡
大
再
生
産
し
た
「
加
門
・
譜
代
」

と「
外
様
」か
ら
な
る
構
造
を
内
部
に
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
徳
川
将
軍
家
＝「
大
公
儀
」

だ
け
が
全
国
の
領
主
を
「
徳
川
家
中
」
に
編
成
す
る
こ
と
な
く
、そ
れ
と
は
異
な
っ
た
原
理
に
よ
っ

て
「
公
儀
」（
＝
「
大
公
儀
」）
の
権
力
機
構
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
幕
府

権
力
で
あ
り
、そ
こ
に
将
軍
だ
け
が
当
面
し
た
権
力
編
成
上
の
諸
課
題
が
あ
っ
た
。（
朝
尾
直
弘「
将

軍
政
治
の
権
力
構
造
」〈『
将
軍
権
力
の
創
出
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
二
四
六
頁
）〉
＊
初

出
は
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
〇
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）。

9�

「『
国
持
』
は
徳
川
政
権
の
『
国
持
』
大
名
に
対
し
て
の
一
方
的
な
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、

『
国
持
』
大
名
側
は
受
身
的
な
認
識
と
い
え
る
が
、
実
質
と
し
て
『
国
持
』
の
あ
り
方
（「
御
国
持

方
御
領
分
御
自
由
ニ
相
成
候
道
理
」）
は
同
大
名
側
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
屈
折
し
た
認
識
と
い

え
る
」（
山
田
洋
一
「『
国
持
』
の
認
識
」〈『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
二
』、二
〇
二
〇
年
、

三
〇
三
頁
〉）。

10�

山
田
洋
一
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』」
の
源
流　

両
領
国
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）
体
制
に

関
係
し
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
五
』、
二
〇
二
三
年
、
一
七
五
頁
）。

11�

山
田
洋
一
「
近
世
『
徳
川
領
国
』
の
所
領
構
成
と
譜
代
並
・
外
様
・
国
持
―
京
都
府
域
関
係

古
文
書
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
前
提
と
し
て
（
三
）
―
」（「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
」）

三
四
、二
〇
〇
六
年
〉）。

12�
徳
川
領
国
に
つ
い
て
は
、
藤
野
保
「
徳
川
幕
藩
領
国
体
制
の
形
成
」（『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）、
矢
守
一
彦
「
幕
藩
社
会
の
空
間
秩
序
に
つ
い
て
」（『
幕
藩
社
会
の
地

域
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
七
〇
年
）、
今
野
真
「『
土
芥
寇
讎
記
』
と
大
名
論
」（
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス

ほ
か
編『
近
世
社
会
と
知
行
制
』思
文
閣
出
版
、一
九
九
九
年
）、針
谷
武
志「
領
知
経
営
と
幕
府
」（『
徳

1�
山
田
洋
一
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』
の
源
流
―
両
領
国
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）
体
制
に

関
係
し
て
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
五
』、
二
〇
二
三
年
）。

2�

旧
高
旧
領
取
調
帳
の
集
計
に
よ
る
（「
表
２
全
『
徳
川
領
国
』
領
主
内
訳
」〈
山
田
洋
一
「
近
世
『
徳

川
領
国
』
の
所
領
構
成
と
譜
代
並
・
外
様
・
国
持
」
―
京
都
府
域
関
係
古
文
書
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
の
前
提
と
し
て
（
三
）
―
」（「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
」
三
四
、二
〇
〇
六
年
〉）。
な
お

こ
の
数
値
に
は
禁
裏
料
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

3�

笠
谷
和
比
古
「『
国
持
大
名
』
論
考
」（
井
上
満
郎
ほ
か
編
『
古
代
・
中
世
の
政
治
と
文
化
』（
思

文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）。
同
「
幕
藩
体
制
下
に
於
け
る
大
名
領
有
権
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
」

（「
日
本
史
研
究
」
一
八
七
、一
九
七
八
年
）。

4
（
表
１　

徳
川
政
権
期
国
持
大
名
一
覧
）。

5�

旧
高
旧
領
取
調
帳
の
集
計
に
よ
る
（「
表
４
国
別
国
持
藩
一
覧
」〈
山
田
洋
一
「
近
世
『
徳
川
領
国
』

の
所
領
構
成
と
譜
代
並
・
外
様
・
国
持
」
―
京
都
府
域
関
係
古
文
書
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
前
提

と
し
て
（
三
）
―
」（「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
」
三
四
、二
〇
〇
六
年
）。

6�

朝
尾
氏
は
、
大
坂
加
番
役
の
研
究
（『
Ⅳ
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」（『
朝
尾
直
弘
著
作
集　

三
』

注
51
）
か
ら
中
小
の
外
様
大
名
が
動
員
さ
れ
譜
代
並
の
主
従
関
係
が
確
定
さ
れ
る
研
究
を
確
認
さ

れ
て
い
る
の
で
大
名
は
「
国
持
」
と
判
断
し
て
い
る
。

7�

山
田
洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造
―
京
都
、
山
城
・
丹
波
・

丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
〇
』、
二
〇
一
八

年
、二
四
一
頁
）。
朝
尾
直
弘
氏
見
解
は
『
Ⅳ
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」（『
朝
尾
直
弘
著
作
集　

三
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
〇
頁
、
＊
初
出
（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史 

一
〇
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
）。

8� 

「
公
儀
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
武
家
領
主
の
共
同
利
害
を

集
団
的
に
保
障
す
る
機
構
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
編
成
が
つ
ね
に
第
一
人
者
の
「
家
」
の
体
制
と



53

補論

川
幕
府
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
等
。
笠
谷
和
比
古
氏
の
国
持
大
名
研
究
に
つ
い
て

は
、「『
国
持
大
名
』
論
考
」（
井
上
満
郎
ほ
か
編
『
古
代
・
中
世
の
政
治
と
文
化
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
四
年
）。「
幕
藩
体
制
下
に
於
け
る
大
名
領
有
権
の
不
可
侵
性
に
つ
い
て
」（「
日
本
史
研
究
」

一
八
七
、一
九
七
八
年
）。
国
持
外
様
大
名
に
つ
い
て
は
笠
谷
和
比
古
氏
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た

に
も
拘
わ
ら
ず
今
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
両
領
国
体
制
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
に
つ
い
て
は
、

近
年
は
公
儀
触
を
中
心
に
検
証
を
行
っ
て
い
る
が
、
各
領
国
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
藤
本
仁
文
氏
は「
近
世
上
方
幕
府
直
轄
都
市
と
譜
代
藩
」（
史
林
95 （
1
）、

二
〇
一
二
年
、
お
わ
り
に
）
に
お
い
て
、「
幕
府
が
仮
想
敵
と
見
な
し
て
い
た
西
国
外
様
藩
の
位
置

づ
け
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
」
に
よ
り
「
全
国
各
地
の
地
域
差
を
解
消
さ
せ
な
が
ら
、
国
家
的
規
模

で
の
政
治
的
一
体
性
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
」
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
の
参
考
に
な

る
も
の
で
学
ん
で
い
き
た
い
。

13�

日
本
歴
史
地
名
大
系
【
小
山
市
】
栃
木
県
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）。

14�

現
在
の
状
況
は
、
一
方
の
論
者
本
多
隆
成
氏
の
最
新
の
論
稿
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
い
わ
ゆ
る
『
小
山
評
定
』
の
存
否
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
白
峰
旬
氏
と
、

通
説
ど
お
り
何
ら
か
の
談
合
・
評
定
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
筆
者
と
の
間

で
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
に
わ
た
り
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
論
争
の
き
っ
か
け
は
、
白
峰
氏
が

二
〇
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
二
本
の
論
文
に
あ
り
（
註
1
）、
と
り
わ
け
「
小
山
評
定
」
を
フ
イ
ク

シ
ョ
ン
と
す
る
前
者
の
論
文
に
お
い
て
、「
小
山
評
定
」
は
徳
川
史
観
に
よ
る
家
康
神
話
の
創
出
と

い
う
目
的
の
た
め
に
捏
造
さ
れ
た
架
空
の
話
で
あ
る
と
し
て
、
全
面
的
に
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
よ
く
ド
ラ
マ
な
ど
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
劇
的
な
場
面
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、 

一
応
通
説
ど
お
り
七
月
二
十
五
日
に
『
小
山
評
定
』
が
行
な
わ
れ

た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
批
判
し
た
こ
と
で
（
註
2
）、
論
争
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
…

他
方
で
、 

一
次
史
料
の
み
で
綿
密
な
考
証
を
行
な
わ
れ
た
藤
井
（
譲
治
＊
本
稿
註
）
氏
は
、
結
論

と
し
て
『
上
杉
攻
め
の
延
期
と
諸
将
の
西
上
決
定
は
、
大
坂
三
奉
行
の
別
心
が
届
く
ま
え
の
七
月

二
十
五
日
に
下
野
小
山
で
な
さ
れ
た
』
と
い
わ
れ
て
い
る
（
藤
井
論
文
、
三
八
頁
）。
水
野
氏
も
そ

れ
よ
り
早
い
論
文
で
『
小
山
評
定
』
に
つ
い
て
検
討
し
、『
小
山
評
定
で
は
、
白
河
口
か
ら
の
上
杉

領
侵
攻
の
延
引
、
西
上
に
あ
た
っ
て
の
組
分
け
、
東
海
道
に
位
置
す
る
城
の
進
上
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
ま
た
人
質
の
進
上
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
事
項
を
、

軍
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
な
し
に
、
書
状
や
使
者
の
口
上
の
み
で
滞
り
な
く
実
行
に
移
せ
る
も
の

で
は
な
い
』
と
い
わ
れ
て
い
る
（
註
11
）。
こ
の
藤
井
氏
や
水
野
氏
の
論
文
や
拙
稿
C
論
文
に
よ
っ

て
、少
な
く
と
も
『
小
山
評
定
』
の
存
否
に
つ
い
て
は
、ほ
ぼ
決
着
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
白
峰
氏
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
家
康
の
宇
都
宮
在
陣
説
を
中
心

と
す
る
長
大
な
論
文
が
発
表
さ
れ
た
（
註
12
）。
…
」（
本
多
隆
成
「『
小
山
評
定
』
研
究
の
現
段
階
」

〈「
静
岡
県
地
域
史
研
究
」
一
二
、二
〇
二
二
年
、
一
頁
〉）。
引
用
文
中
の
註
は
本
多
氏
論
文
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

15�

白
峰
旬
「
小
山
評
定
は
本
当
に
あ
っ
た
の
か
？
」（
渡
邊
大
門
編
『
家
康
伝
説
の
嘘
』
柏
書
房
、

二
〇
一
五
年
）。

16�

本
多
隆
成
「『
小
山
評
定
』
研
究
の
現
段
階
」（「
静
岡
県
地
域
史
研
究
」
一
二
、二
〇
二
二
年
、一
頁
）。

17�

白
峰 

旬
「『
小
山
評
定
』
の
誕
生　

江
戸
時
代
の
編
纂
史
料
に
お
け
る
小
山
評
定
の
記
載
内
容
に
関

す
る
検
討
」（「
別
府
大
学
大
学
院
紀
要
」
一
六
、二
〇
一
四
年
）。

18�

関
ケ
原
始
末
記
（
日
本
大
百
科
全
書
）。

19�

笠
谷
和
比
古
『
関
ヶ
原
合
戦
』（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）。

20�

山
田
洋
一
一
「『
国
持
』
の
認
識　

両
領
国
体
制
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）
の
存
在
と
構
造

に
関
係
し
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
二
』、
二
〇
二
〇
年
、
二
九
八
頁
）。

21�
野
村
玄
『
徳
川
家
光　

我
等
は
固
よ
り
の
将
軍
に
候
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
、 

一
〇
二
頁
）。

22�

野
村
玄
『
徳
川
家
光　

我
等
は
固
よ
り
の
将
軍
に
候
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
、 

一
〇
三
頁
）。
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23�
笠
谷
和
比
古『
主
君「
押
込
」の
構
造
―
近
世
大
名
と
家
臣
団
』（
平
凡
社
、一
九
八
八
年
、二
六
七
頁
）。

24�

前
同
二
六
六
頁
。

25�

『
朝
尾
直
弘
著
作
集　

三
巻
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
九
頁　

＊
初
出
「『
公
儀
』
と

幕
藩
領
主
制
」〈『
講
座
日
本
歴
史 

五
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
〉　

＊
＊
文
中
『
』
の
出

典
は
、『
毛
利
家
文
書
』
五
九
三
〈
大
日
本
古
文
書
〉、
原
典
は
「
荀
子
‐
王
制
」）。
笠
谷
和
比
古

氏
も
註
23
二
六
九
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

26�

若
尾
政
希
『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
、
一
四
頁
）。

27
水
本
邦
彦
『
村　

百
姓
た
ち
の
近
世
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
九
〇
頁
）。

28�

水
本
邦
彦
「
惣　

私
た
ち
の
公
お
お
や
け」（「

近
江
学　

文
化
誌
近
江
学
」
一
五
、二
〇
二
四
年
）。
こ
の
論

考
中
に
「
か
う
義
（
公
儀
）」
の
記
載
が
あ
る
詫
び
状
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

29�

柿
崎
明
二
『「
江
戸
の
選
挙
」
か
ら
民
主
主
義
を
考
え
る
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
）。

30�

藤
木
久
志
氏
は
『
戦
国
の
村
を
行
く
』（「
Ⅱ
村
の
平
和
」「
６
村
の
入
札
」）
に
お
い
て
、
越
後
の

庄
屋
だ
っ
た
家
で
発
見
さ
れ
た
入
札
（
Ａ
組
頭
跡
役
入
札
、Ｂ
盗
難
入
札
、Ｃ
村
方
善
悪
行
事
入
札
）

を
中
心
と
し
て
、
中
世
の
落
書
、
近
世
下
総
の
入
札
、
ま
た
御
用
留
を
用
い
て
そ
の
実
情
を
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
「
共
立
」
に
か
か
わ
る
の
は
Ａ
（
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉）
の
み
と
お
も

わ
れ
る
が
、
入
札
（
選
挙
）
と
「
共
立
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。

31
宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一
三
頁
）。

32
宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
一
九
頁
）。

33
宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
五
三
頁
）。

34
毛
利
家
領
の
場
合
、
村
が
大
き
く
、
村
内
の
集
落
に
は
畔
頭
が
い
た
。

35
宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
五
六
頁
）。

36� 

杉
本
仁
「
寄
合
民
主
主
義
に
疑
義
あ
り　

宮
本
常
一
『
対
馬
に
て
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
柳
田
国
男
・

民
俗
の
記
述
』〈
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
〉）。

37� 

「
宮
本
が
書
き
留
め
た
伊
奈
の
寄
合
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
肯
定
的
な
意
見
と
し
て
、
佐
野
氏
は
、
伊
奈
の
寄
合
を
伝
統
に
基
づ
い
た
恐
ろ
し
い
ほ

ど
粘
り
っ
こ
い
日
本
的
民
主
主
義
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
的
共
同
体
の
伝
統
を
封
建

遺
制
と
し
て
退
け
、
ア
メ
リ
カ
直
輸
入
の
民
主
主
義
を
謳
歌
し
て
い
た
当
時
の
風
潮
に
対
す
る
批

判
が
読
み
取
れ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
次
に
否
定
的
な
意
見
と
し
て
、
杉
本
氏
は
、
現
地
資
料

な
ど
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
宮
本
は
伊
奈
の
寄
合
を
高
く
評
価
し
す
ぎ
て
い
る
と
総
評
し
、
例
え

ば
対
等
性
に
つ
い
て
、
海
に
依
拠
す
る
集
落
で
は
共
同
採
取
物
を
合
議
制
で
分
配
す
る
慣
習
が
あ

る
も
の
の
、
寄
合
に
は
伊
奈
の
階
層
的
な
村
落
社
会
構
造
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、

宮
本
の
考
え
に
疑
義
を
呈
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
坂
野
氏
は
、伊
奈
の
寄
合
に
日
本
の
古
い
文
化（
土

着
の
民
主
主
義
）
を
見
出
し
た
宮
本
の
考
え
方
は
、
対
馬
に
日
本
の
古
い
文
化
を
見
出
そ
う
と
し

た
八
学
会
連
合
の
考
え
方
に
影
響
を
受
け
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
伊

奈
の
寄
合
に
つ
い
て
は
検
証
が
進
み
、
事
実
誤
認
も
含
め
、
宮
本
が
提
示
し
た
寄
合
像
を
無
批
判

に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
伊
奈
に
は
粘
り
強
く
す
り
合
わ
せ
て

満
場
一
致
に
持
っ
て
い
く
合
議
制
が
存
在
し
、
そ
れ
を
宮
本
が
体
験
し
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
日

本
で
は
近
年
、
集
計
民
主
主
義
（
多
数
決
）
に
加
え
熟
議
民
主
主
義
も
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る

な
ど
、
新
し
い
民
主
主
義
の
あ
り
方
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
宮
本
が
示
唆
し
た
『
寄

合
民
主
主
義
』
に
は
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
今
日
で
あ
っ
て
も
、
学
ぶ
べ
き
と

こ
ろ
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」（https://tabinaga.jp/tanken/

（
松
本
勇
介
）
宮
本
常
一
と
長

崎
―
7/

＊
二
〇
二
五
年
一
月
閲
覧
）。

38
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
三
年
）。

39
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』（
二
七
一
頁
）。

40
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』（
一
七
頁
）。

41
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』（
二
七
〇
頁
）。

42�

「
一
つ
は
扶
余
の
場
合
で
、
…
今
一
つ
は
高
句
麗
の
場
合
で
、
…
扶
余
や
高
句
麗
の
場
合
、
す
で
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に
王
の
世
襲
制
が
確
立
し
て
お
り
、
王
統
の
な
か
か
ら
適
任
と
目
さ
れ
た
も
の
を
支
配
層
に
よ
っ

て
と
く
に
選
出
し
た
こ
と
を
『
共
立
』
と
い
う
用
語
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
や
や
事
情

を
異
に
す
る
の
は
韓
族
の
辰
王
の
場
合
で
あ
る
。
辰
王
は
馬
韓
五
十
余
国
と
弁
辰
十
二
国
の
上
位

に
立
つ
王
で
、
馬
韓
中
の
小
『
国
』
で
あ
る
『
月
支
国
』
に
本
拠
を
も
ち
、
常
に
馬
韓
か
ら
選
ば

れ
て
「
世
世
、
相
い
継
ぐ
」
が
、
辰
王
は
「
自
ら
立
っ
て
王
と
な
る
こ
と
を
得
」
な
い
も
の
と
さ

れ
て
い
た
。
辰
王
選
出
に
『
共
立
』
の
文
字
は
な
い
が
、馬
韓
と
弁
辰
十
二
国
の
支
配
層
に
よ
る
『
共

立
』
に
よ
っ
て
、
辰
王
が
え
ら
ば
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
…
王
統
に
よ
る
世
襲
制
で
は

な
か
っ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。
…
そ
の
地
位
は
多
分
に
名
目
的
で
栄
誉
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
卑
弥
呼
の
『
共
立
』
は
…
扶
余
・
高
句
麗
の
『
共
立
』
や
、
辰
王
の
共

立
的
関
係
と
あ
き
ら
か
に
異
な
る
。
そ
の
『
共
立
』
に
は
『
倭
国
乱
』
終
結
後
の
倭
人
社
会
全
体

の
新
し
い
秩
序
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」（
吉
田
晶
『
卑
弥
呼
の
時
代
』〈
新
日
本

出
版
社
、
一
九
九
五
年
〉
＊
二
〇
二
〇
年
吉
川
弘
文
館
よ
り
再
刊
本
一
七
一
頁
）。

43�

渡
邉
義
浩
『
魏
志
倭
人
伝
の
謎
を
解
く　

三
国
志
か
ら
見
る
邪
馬
台
国
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
二
年
、
一
六
〇
頁
）。

44
森
浩
一
『
倭
人
伝
を
読
み
な
お
す
』（
筑
摩
書
房
）
二
〇
一
〇
年
、
三
九
頁
）。

45
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』（
一
五
三
頁
）。

46
陳
寿
著
、
今
鷹
真
・
小
南
一
郎
訳
『
正
史
三
国
志
四
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
、
四
七
四
頁
）。

47�

重
要
な
見
解
で
あ
る
の
で
長
く
な
る
が
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。「
卑
弥
呼
共
立
の
年
代
を
見
極
め

る　

前
章
の
末
尾
で
み
た
よ
う
に
、
安
帝
の
永
初
元
年
（
一
〇
七
）
に
朝
貢
し
た
帥
升
は
、
そ
の

直
前
に
成
立
し
た
イ
卜
倭
国
の
最
初
の
王
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
帥
升
と
そ
れ
に
つ

づ
く
イ
ト
国
男
王
が
イ
ト
倭
国
の
王
で
も
あ
っ
た
時
間
幅
、す
な
わ
ち
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
い
う
『
住

ま
る
こ
と
七
、八
十
年
』
は
、の
ち
の
『
梁
書
』
や
『
北
史
』
に
倭
国
が
乱
れ
た
と
伝
え
る
時
期
『
霊

帝
の
光
和
中
』（
一
七
八
～
一
八
四
年
）
と
、
数
字
の
う
え
で
は
み
ご
と
に
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

史
書
と
し
て
の
年
代
上
の
つ
じ
つ
ま
は
、
正
確
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

�　

し
か
し
私
は
、
古
代
史
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
卑
弥
呼
共
立
の
実
年
代
の
見
極
め
は
、
そ
の

よ
う
な
不
確
か
な
年
代
観
に
た
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。『
魏
志
』
倭
人
伝
は
『
倭
国

乱
』
に
つ
い
て
『
相
攻
伐
す
る
こ
と
歴
年
』
と
書
く
。『
後
漢
書
』
や
『
隋
書
』
東
夷
伝
倭
国
条
は

『
倭
国
大
乱
』
あ
る
い
は
「
其
の
国
（
倭
国
）
大
乱
」、「
歴
年
主
無
し
」
と
記
す
。『
北
史
』
に
も

『
歴
年
主
無
し
』
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
つ
ま
り
倭
国
の
混
乱
が
ど
れ
だ
け
つ
づ
い
た
の
か
、
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
帥
升
擁
立
か
ら
『
倭
国
乱
』
ま
で
の
時
間
幅
が
『
七
、八
十
年
』

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
倭
国
乱
』
の
時
間
幅
が
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
卑
弥
呼
共
立

の
厳
密
な
実
年
代
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

�　
『
乱
』、『
大
乱
』、『
歴
年
主
無
し
』
と
い
う
表
現
の
内
実
を
、あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
私
は
考
古
学
上
の
成
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
、
大
規
模
な

戦
乱
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
。『
歴
年
主
無
し
』
と
は
、
中
国
側
か

ら
み
て
倭
国
王
が
定
ま
ら
な
い
、
倭
国
を
代
表
す
る
外
交
窓
口
が
存
在
し
な
い
状
況
が
、
か
な
り

長
期
に
お
よ
ん
だ
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

　

�　

私
は
、
卑
弥
呼
共
立
の
年
代
は
む
し
ろ
『
三
国
志
』「
魏
書
」
東
夷
伝
の
韓
条
の
以
下
の
記
載
に

求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

桓
霊
之
末
、
韓
濊
彊
盛
、
郡
県
不
能
制
、
民
多
流
入
韓
国
。
建
安
中
、
公
孫
康
分
屯
有
県
以
南

荒
地
為
帯
方
郡
、
遣
公
孫
模
張
敞
等
収
集
遺
民
。
興
兵
伐
韓
濊
、
旧
民
稍
出
。
是
後
倭
韓
遂
属

帯
方
。

　
　

�

桓
霊
の
末
、
韓
・
濊
彊
盛
に
し
て
、
郡
県
制
す
る
能
わ
ず
、
民
多
く
韓
国
に
流
入
す
。
建
安
中
、

公
孫
康
、
屯
有
県
以
南
の
荒
地
を
分
か
ち
て
帯
方
郡
と
為
し
、
公
孫
模
・
張
敞
等
を
遣
わ
し
て

遺
民
を
収
集
せ
し
む
。

　
　

�
兵
を
興
し
て
韓
・
濊
を
伐
ち
、
旧
民
稍
く
出
づ
。
是
の
後
、
倭
・
韓
は
遂
に
帯
方
に
属
す
。

　

�　

こ
こ
で
も
朝
鮮
半
島
が
混
乱
す
る
の
は
、
や
は
り
『
桓
霊
の
末
』
で
あ
る
。『
韓
と
濊
の
勢
力
が

強
く
な
り
、
郡
（
楽
浪
郡
）
や
そ
の
配
下
の
県
で
は
そ
れ
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
民
衆
が
多
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く
南
の
韓
へ
と
流
入
し
て
し
ま
っ
た
。
建
安
年
間
（
一
九
六
～
二
二
〇
年
）、
公
孫
康
は
屯
有
県
よ

り
南
の
荒
地
を
割
い
て
新
た
に
帯
方
郡
を
設
け
、
公
孫
模
や
張
敞
ら
を
遣
わ
し
て
、
遺
っ
て
い
た

漢
の
民
を
収
め
集
め
さ
せ
た
。
兵
を
起
こ
し
て
韓
と
濊
を
伐
ち
、
も
と
の
民
衆
は
よ
う
や
く
韓
を

出
て
戻
っ
て
き
た
』
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
に
注
目
す
べ
き
一
文
が
つ
づ
く
。『
こ

れ
よ
り
の
ち
、
倭
と
韓
は
帯
方
郡
に
属
し
た
』。
帯
方
郡
の
設
置
か
ら
間
も
な
く
、
倭
と
韓
は
公
孫

氏
が
支
配
す
る
帯
方
郡
に
臣
属
し
た
の
で
あ
る
。

　

�　

公
孫
康
が
父
の
公
孫
度
の
あ
と
を
継
い
で
遼
東
大
守
と
な
っ
た
の
は
、
建
安
九
年
（
二
〇
四
）

の
こ
と
で
あ
る
。
帯
方
郡
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
直
後
で
あ
ろ
う
。
公
孫
康
は
さ
ら
に
高
句

麗
の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
内
紛
に
介
入
し
、
攻
撃
さ
れ
た
高
句
麗
の
伊
夷
模
一
派
は
二
〇
九
年
頃
、

丸
都
城
（
吉
林
省
集
安
市
）
に
逃
れ
、こ
こ
を
都
と
し
た
。
こ
の
前
後
、魏
の
部
将
に
よ
る
高
句
麗
、

沮
温
、
濊
へ
の
討
伐
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
尾
幸
久
氏
は
『
魏
書
』
東
夷
伝
の
韓

条
に
記
さ
れ
た
公
孫
氏
の
軍
事
行
動
（「
兵
を
興
し
て
韓
・
濊
を
伐
つ
」）
も
ま
た
、
そ
れ
ら
と
一

連
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
み
る
。
倭
と
韓
が
帯
方
郡
に
属
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
対
外
夷
強

硬
策
の
帰
結
で
あ
る
と
し
て
、
二
〇
九
年
前
後
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
［
山
尾
、 

一
九
七
二
年
］。

じ
つ
に
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

�　

い
ま
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
の
事
実
を
、私
は
重
視
し
た
い
。
後
漢
王
朝
が
衰
退
し
、

中
国
本
土
が
動
乱
期
に
入
っ
た
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
初
め
頃
、
そ
れ
ま
で
後
漢
の
権
威
を
背
景

と
し
て
倭
国（
イ
ト
倭
国
）の
政
治
と
外
交
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
イ
ト
国
が
牽
引
力
を
失
い
は
じ
め
、

倭
国
は
盟
主
不
在
の
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
、西
日
本
を
中
心
と
す
る
主
要
な
ク
ニ
・

国
が
集
ま
り
、事
態
を
打
開
す
る
べ
く
一
女
性
を
倭
王
と
し
て
共
立
し
、倭
国
の
再
編
を
め
ざ
し
た
。

新
生
倭
国
誕
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
大
枠
が
、
こ
こ
に
み
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

�　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
卑
弥
呼
共
立
の
歴
史
的
契
機
は
、
東
夷
伝
の
韓
条
に
『
遂
に
帯
方
に
属
す
』

と
記
さ
れ
た
出
来
事
を
お
い
て
他
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
卑
弥
呼
が
共
立
さ
れ
た
背
景
に
は
、

お
そ
ら
く
国
内
事
情
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
く
帯
方
郡
を
置
い
た
公
孫
氏
の
思
惑
と
働
き
か
け
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
共
立
は
通
説
の
二
世
紀
末
で
は
な
く
、
三
世
紀
の
ご
く
早
い
時
期
に
実
現
し
た

の
で
あ
る
。」（
寺
沢
薫
『
卑
弥
呼
と
ヤ
マ
ト
王
権
』〈
一
五
五
頁
〉）。

48�

井
上
貴
央
『
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の
弥
生
人
と
動
物
た
ち
』（
鳥
取
県
教
育
委
員
会　

、
二
〇
〇
六
年
、

四
～
八
頁
）。

49�

濱
田
竜
彦
「
弥
生
時
代
後
期
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
に
集
い
し
人
び
と
」（『
と
っ
と
り
弥
生
の
王
国

二
〇
二
四
S
p
r
i
n
g　

特
集
続
々
・
倭
人
の
真
実　

見
え
て
き
た
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の
人
び

と
』
一
二
頁
）。

50
藤
尾
慎
一
郎
「
巻
頭
言　

続
々
・
倭
人
の
真
実
に
寄
せ
て
」（
前
同
三
頁
）。

51�

笠
谷
和
比
古
『
主
君
「
押
込
」
の
構
造
―
近
世
大
名
と
家
臣
団
』〈
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、

二
六
六
頁
〉）。

52�

「
共
働
」は
日
本
国
語
大
辞
典
で
は「
と
も
ば
た
ら
き
」（
＝「
共
稼
」）の
意
味
し
か
出
て
こ
な
い
が
、

意
味
と
し
て
は
「
協
働
」
と
同
じ
と
理
解
す
る
。

53�

山
田
洋
一
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』
の
源
流
―
両
領
国
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）
体
制
に

関
係
し
て
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
五
』、
二
〇
二
三
年
、
一
七
四
頁
）。

54�

生
物
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
の
自
然
淘
汰
（
最
適
化
）
と
社
会
学
者
、

地
理
学
者
、
生
物
学
者
等
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ア
レ
ク
セ
ー
ビ
チ
─
・
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
相
互
扶
助
論
』

の
相
互
扶
助
の
関
係
か
ら
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
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領国 国持分類 家名 初代等 藩名 領知年月日 西暦 領知石高 明治元年国名

1 岩出山 天正19・2・9 1591 58万

仙台 慶長8 1603 60万5000

2 佐竹 義宣 秋田（久保田） 慶長7.5.8 1602 20万5810 出羽

3 上杉 景勝 米沢 慶長6.8.16 1601 30万 出羽

4 前田 利家 金沢 天正11・5・4 1583 102万5000 加賀

5 忠継 岡山2 慶長8.2.6 1603 28万 備前

光仲 鳥取3 寛永9.6.18 1632 32万 因幡

6 輝政 姫路1 慶長5.10 1600 52万 播磨

鳥取2 元和3.6 1617 32万 因幡

岡山3 寛永9.6.18 1632 31万5000 備前

7 幸長 和歌山1 慶長5.10 1600 37万6560 紀伊

長晟 広島2 元和5.7.19 1619 42万6500 安芸

8 秀就 山口1 慶長5.10.10 1600 29万8480 周防

秀就 萩 慶長9.11.11 1604 26万2280 長門

敬親 山口2 慶応4・5.10 1868 36万9000 周防

9 蜂須賀 家政 徳島 天正13.6 1585 17万5700 阿波

10 山内 一豊 高知 慶長5.11 1600 20万2600 土佐

11 黒田 長政 福岡 慶長5 1600 52万3100 筑前

12 福知山1 慶長5.12.13 1600 6万1000 丹波

久留米 元和6.11 1620 21万 筑後

13 鍋島 直茂 佐賀 天正18.1.8 1590 35万7000 肥前

14 忠興 中津1 慶長5.11.2 1600 39万9000

忠興 小倉1 慶長7.11 1602 30万

忠利 熊本2 寛永9.10.4 1632 54万 肥後

15 島津 義弘 鹿児島 天正15.5.8 1587 72万8700 薩摩

16 信直 盛岡 天正19.9 1591 10万

利恭 白石 明治1.12.24 1868 13万

17 古渡 慶長8.11 1603 1万

江戸崎 元和5 1619 2万

棚倉2 元和8.1.11 1622 5万

白河1 寛永4.2.10 1627 10万700

光重 二本松3 寛永20.7.4 1643 10万700 岩代

18 伊達 秀宗 宇和島2 慶長19.12.28 1614 10万2154 伊予

19 棚倉1 慶長8.10.25 1603 1万 陸奥

柳川2 元和6・11・27 1620 10万9600 筑後

20 府中 慶長5.10.18 1600 20万

今治1 慶長11 1606 22万

津2 慶長13.11.15 1608 22万950 伊勢

21 国持18家含む 宗 義調 対馬 天正15.6.7 1587 3万3300 対馬

22 姉崎1 慶長12.11 1607 1万 上総

下妻2 元和1.11 1615 3万 常陸

松代3 元和2.7 1616 12万 信濃

高田3 元和4.3 1618 25万 越後

福井2 寛永1.4.15 1624 50万5280 越前

23 姉崎2 元和6.12 1620 1万 上総

大野1 寛永1.6.8 1624 5万 越前

松本4 寛永10.4.22 1633 7万 信濃

松江3 寛永15.2.11 1638 18万6000 出雲

国持外様領国

徳川領国

国持18家

国持18家含む

国持格

国持18家

国持18家

松平 直政

藤堂 高虎

松平 忠昌

丹羽
長重

陸奥

立花 宗茂

伊予

細川

南部

常陸

豊前

陸奥

光政

浅野

毛利

有馬 豊氏

伊達 政宗 陸奥

池田

池田

1　藩変遷表（岩波日本史辞典）に基づき笠谷和比古「『国持大名』論考」（井上満郎ほか編『古代・中世
の政治と文化』（思文閣出版、1994 年）の分類により作成。２　領知石高は変遷があるが省略している。
３　各国持家が国持となった時期については特定困難であるので、近世期に入ってからの履歴を示してい
る。なお「藩名」欄の藩名に続く数字は領知順である。

【表１】徳川政権期国持大名一覧



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）

9

1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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